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＜参考＞ 

１．国際勧告等との関連 
本標準中の 5.2.1 項の論理条件は、ＣＣＩＴＴ勧告１９８４年版Ｘ．５０に準拠したものである。 

 

２．上記国際勧告等に対する追加項目等 
本標準では、上記ＣＣＩＴＴ勧告に対し、下記の項目を追加している。 

（1）信号速度 14.4kbps 

（2）信号速度 19.2kbps 

 

３．改版の履歴 
 

版 数 発 行 日 改  版  内  容 

第 1 版 昭和 63 年 5 月 31 日 制 定 

 

第 2 版 

 

平成 元年 4 月 28 日 

 

付録として、信号論理値規定を追加 

 

 

４．工業所有権   
 本標準に関わる「工業所有権等の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧に

なれます。 

 

５．その他 
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１．規定範囲

本標準は、TDM 相互間をディジタル専用線を介して接続する場合のユーザ情報信号をディジタル専用線

のユーザ・網インタフェースで規定されたユーザに開放されたチャネル（以下ユーザチャネルと呼ぶ）に

多重化する論理条件を定める。

２．規定点

本標準の規定点を図２－１／ＪＪ－２０．３１に示す。

図２－１／ＪＪ－２０．３１  規定点
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３．信号速度系列

フレーム構成として本標準で規定する信号速度系列と、その信号速度系列に対応する信

号速度を表３－１／ＪＪ－２０．３１に示す。

表３－１／ＪＪ－２０．３１　信号速度

信号速度系列 信　号　速　度 記　事　（信号例）

1.2　kbps 以下 非同期データ信号2.4　kbps

2.4、4.8、9.6、

14.4、19.2　kbps

同期データ信号

48　kbps 48　kbps 同期データ信号

56　kbps 56　kbps 同期データ信号

64　kbps n×64　kbps

（n：整数）

同期データ信号

多重音声信号

8　kbps 8、16、32　kbps 高能率符号化音声信号

0.8　kbps 0.8　kbps PBX－PBX 間個別線信号
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４．ユーザチャネル内部構造

ユーザチャネルの内部横造を図４－１／ＪＪ－２０．３１に示す。

タイムスロット番号（ＴＳ　ＮＯ．）は、ユーザチャネルの先頭から、８ビット単位に第１ＴＳから順

に付与する。

先頭（ビット送出順序）

　ＴＳ　ＮＯ． 1 2 3 ・・・・・・ n－1 n

ビット　ＮＯ． 1 2 3 4 5 6 7 8

（注）ユーザチャネルの繰り返し周期は 8kHz である。

図４－１／ＪＪ－２０．３１　ユーザチャネル内部構造

ユーザチャネル
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５．フレーム構成

5.1　基本条件

（1）　64kbps 未満の信号は、64kbps へ多重化したのち、他の信号と多重化し、ユーザチャネルに収容する。

（2）　上記の多重化された 64kbps の信号及び 64kbps の信号は、異なるタイムスロットにまたがって収容

しない。

（3）　未使用タイムスロットの論理値については、規定しない。

5.2　信号速度系列別フレーム構成

以下にフレーム構成の詳細を規定する。（ＶシリーズインタフェースとはＣＣＩＴＴ勧告Ｖ．２４、Ｖ．

３５をさし、ⅩシリーズインタフェースとはＣＣＩＴＴ勧告Ｘ．２０、Ｘ．２１をさす。）

5.2.1　2.4kbps 系信号

5.2.1.1　1.2kbps 以下の非同期データ信号

1.2kbps 以下の信号は、2.4kbps 系信号に変換して収容する。

5.2.1.2　2.4kbps 系同期データ信号

（1）　2.4kbps の n（n＝1、2、4）倍の速度を持つデータ信号については、ＣＣＩＴＴ勧告Ｘ．５０に準拠

した６＋２エンベロープ形式の n×3.2kbps 信号に変換して収容する。第 8 ビット（Ｓ）はＶシリーズ

インタフェースのＲＳ信号またはＸシリーズインタフェースの C 信号の伝送用に使用される。

フレーム同期ビットは、ＣＣＩＴＴ勧告Ｘ．５０の２０マルチフレームパターンを適用する。

（2）　14.4kbps、19.2kbps 信号はそれぞれ、３つの 4.8kbps 信号、２つの 9.6kbps 信号の収容位置に収容す

る。第８ビット（Ｓ）はＶシリーズインタフェースのＲＳ信号またはＸシリーズインタフェースのＣ

信号の伝送用に使用される。

各々のマルチフレーム構成を図５－１／ＪＪ－２０．３１に示す。

フレーム構成におけるパスアラームビット（Ａ）は、一方のＴＤＭで検出したフレーム同期はずれの警

報を他方のＴＤＭへ伝えるのに用いられる。
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5.2.2　48kbps 信号

48kbps 信号は６＋２エンベロープ形式とし、64kbps に変換して収容する。第１ビットは規定しない。第

２ビットから第７ビットに情報ビットを収容する。

第８ビット（Ｓ）はⅤシリーズインタフェースのＲＳ信号またはⅩシリーズインタフェースのＣ信号の

伝送用に使用される。

フレーム構成を図５－２／ＪＪ－２０．３１に示す。

5.2.3　56kbps 信号

56kbps 信号は７＋１ビット形式とし 64kbps に変換して収容する。第１ビットから第７ビットに情報ビッ

トを収容する。第８ビット（Ｓ）はⅤシリーズインタフェースのＲＳ信号またはⅩシリーズインタフェー

スのＣ信号の伝送用に使用される。

フレーム構成を図５－３／ＪＪ－２０．３１に示す。

5.2.4　64kbps 系信号

ｎ×64kbps（n は整数）の信号は、順序を保って任意の n 個のタイムスロットに収容する。

5.2.5　8kbps 系信号

符号化された音声信号等のｎ×8kbps 信号は、１タイムスロット内の連続したｎビットに収容する。

フレーム構成を図５－４／ＪＪ－２０．３１に示す。

5.2.6　0.8kbps 信号

各チャネル毎のシグナリング信号（個別線信号方式）は、0.8kbps で多点サンプルし、タイムスロット内

の１ビット（8 kbps）を２０展開したマルチフレーム内に収容する。

マルチフレームの第１ビットはフレーム同期（０／１交番パターン）、第１１ビットはパスアラーム表

示用とし、第２～１０ビットおよび第１２～２０ビットそれぞれの各１ビットを１チャネルに割当てる。

なお、音声信号とシグナリング信号のチャネル位置の関係は、任意とする。

フレーム構成を図５－５／ＪＪ－２０．３１に示す。

フレーム構成におけるパスアラームビット（Ａ）は、一方のＴＤＭで検出したフレーム同期はずれの警

報を他方のＴＤＭへ伝えるのに用いられる。
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ユーザチャネル

　ＴＳ № １ ２ ・・・・・・ ｋ ・・・・・・・・・・・・・・ ｎ

　ビット № 1 2 3 4 5 6 7 8

Ｆ D1 D2 D3 D4 D5 D6 Ｓ （速度別のチャネル収容位置）

MF MF 2.4 4.8 9.6 14.4 19.2

№ № kbps kbps kbps kbps kbps

1 A 1 CH1 CH1 CH1 CH1 CH1

2 1 2 CH2 CH2 CH2 CH1 CH1

3 1 3 CH3 CH3 CH3 CH2 CH2

4 0 4 CH4 CH4 CH4 CH2 CH2

5 1 5 CH5 CH5 CH5

6 0 6 CH6 CH6 CH1 CH1 CH1

7 0 7 CH7 CH7 CH2 CH1

8 1 8 CH8 CH8 CH3 CH2 CH2

9 0 9 CH9 CH9 CH4 CH2

10 0 10 CH10 CH10 CH5
2.5msec

11 0 11 CH11 CH1 CH1 CH1 CH1

12 0 12 CH12 CH2 CH2 CH1 CH1

13 1 13 CH13 CH3 CH3 CH2 CH2

14 0 14 CH14 CH4 CH4 CH2 CH2

15 1 15 CH15 CH5 CH5

16 0 16 CH16 CH6 CH1 CH1 CH1

17 1 17 CH17 CH7 CH2 CH1

18 1 18 CH18 CH8 CH3 CH2 CH2

19 1 19 CH19 CH9 CH4 CH2

20 0 20 CH20 CH10 CH5

Ｆ ：フレーム同期ビット（Ｘ．50） （収容条件）

Ｄ１～Ｄ６ ：情報ビット １．ｋの位置は任意とする。

Ｓ ：状態ビット ２．異速度情報の混在を可能とする。

ＭＦ ：マルチフレーム

Ａ ：パスアラームビット

（正常時：“１”、異常時：“０”）

CH1~CH20 ：チャネル番号

注 ：未使用チャネルの論理値については規定しない。

図５－１／ＪＪ－２０．３１　2.4kbps 系信号フレーム構成
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ユーザチャネル

ＴＳ№ １ ２ ・・・・・・ ｋ ・・・・・・・・・・・・・・ ｎ

ビット№ 1 2 3 4 5 6 7 8

４８kbps 信号 × D1 D2 D3 D4 D5 D6 Ｓ

× ：規定しない （収容条件）

Ｄ１～Ｄ６ ：情報ビット ｋの位置は任意とする。

Ｓ ：状態ビット

図５－２／ＪＪ－２０．３１　48kbps 信号フレーム構成
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ユーザチャネル

ＴＳ№ １ ２ ・・・・・・ ｋ ・・・・・・・・・・・・・・ ｎ

ビット№ 1 2 3 4 5 6 7 8

５６kbps 信号 D1 D2 D3 D4 D5 D6 D7 Ｓ

Ｄ１～Ｄ７ ：情報ビット （収容条件）

Ｓ ：状態ビット ｋの位置は任意とする。

図５－３／ＪＪ－２０．３１　56kbps 信号フレーム構成
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ユーザチャネル

ＴＳ№ １ ２ ・・・・・・ ｋ ・・・・・・・・・・・・・・ ｎ

ビット№ 1 2 3 4 5 6 7 8

I1 I2 I3 I4 I5 I6 I7 I8

（速度別のチャネル収容位置）

３２kbps 信号 CH1 CH1 CH1 CH1 CH2 CH2 CH2 CH2

１６kbps 信号 CH1 CH1 CH2 CH2 CH3 CH3 CH4 CH4

８kbps 信号 CH1 CH2 CH3 CH4 CH5 CH6 CH7 CH8

32kbps 16kbps 8kbps

異速度混在 CH1 CH1 CH1 CH1 CH2 CH2 CH3 CH4

（例）

Ｉ１　～　Ｉ８：情報ビット番号

ＣＨ１～ＣＨ８：チャネル番号

（収容条件）

１．ｋの位置は任意とする。

２．ｎ×8kbps チャネルは１ＴＳ内の連続したｎビットに収容する。

３．異速度情報の混在を可能とし、各速度の収容位置は変えない。

32kbps…Ｉ１～Ｉ４又はＩ５～Ｉ８に収容する。

16kbps…Ｉ１とＩ２、Ｉ３とＩ４、Ｉ５とＩ６又はＩ７とＩ８に収容する。

注：未使用チャネルの論理値については規定しない。

図５－４／ＪＪ－２０．３１　8kbps 系信号フレーム構成
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 ユーザチャネル

ＴＳ№ １ ２ ・・・・・・ ｋ ・・・・・・・・・・・・・・ ｎ

ビット№ 1 2 ・ ・ ・ ・ ・ 8

I1 I2 … Ij ………………… I8

ＭＦ№ 1 Ｆ

2 ＣＨ１
（チャネルの収容位置）

3 ＣＨ２

4 ＣＨ３

5 ＣＨ４

6 ＣＨ５

7 ＣＨ６

8 ＣＨ７

9 ＣＨ８

10 ＣＨ９

2.5ms 11 Ａ

12 ＣＨ１

13 ＣＨ２ Ｉ１　～　Ｉ８：情報ビット番号

14 ＣＨ３ ＣＨ１～ＣＨ９：チャネル番号

15 ＣＨ４ ＭＦ ：マルチフレーム

16 ＣＨ５ Ｆ ：フレーム同期ビット

17 ＣＨ６ （0/1 交番パターン）

18 ＣＨ７ Ａ ：パスアラームビット

19 ＣＨ８ （正常時“０”, 異常時“１”）

20 ＣＨ９

（収容条件）

１．未使用の情報ビットには 8kbps 系信号の混在を可能とする。

２．ｋ及びｊの位置は任意とする。

注：未使用チャネルの論理値については規定しない。

図５－５／ＪＪ－２０．３１　0.8kbps 信号フレーム構成
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付　録

（ＴＴＣ標準　ＪＪ－２０．３１に対する）

本付録は標準ではない。
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１．信号論理値の対応

フレーム上の論理値とユーザ・網インタフェース上の論理値の対応を以下に示す。

付表１－１／ＪＪ－２０．３１　論理値の対応

フレーム上の

論理値

ユーザ・網インタ

フェース上の論理値

0 0

1 1



第 2 版執筆作成協力者（平成元年　2 月 20 日現在）

（JJ-20.31 の改版）

第 3 部会  第 2 分科会 （敬称略）

主　査 柏村　卓男 日本電信電話(株)

副主査 青木　賢三 富士通(株)

久保田恭一 国際電信電話(株) 諸星　達也 (株)ｱﾙﾌｧｼｽﾃﾑｽﾞ

吉田慎一郎 日本電信電話(株) 稲葉　安男 東京電力(株)

浜崎　達彦 ｴﾇ･ﾃｨ･ﾃｨ･ﾃﾞｰﾀ通信(株) 上田　文彦 (株)トーメン

山本　隆司 日本情報通信(株) 竹原　啓五 日本通信協力(株)

松本　　功 アンリツ(株)

有原　俊一 沖電気工業(株)

平田　　修 キヤノン(株) 久島　和則 沖電気工業(株)

日比野　悟 三洋電機(株) 徳永　正人 日本電信電話(株)

西原　　勉 住友電気工業(株) 川村　雅生 日本情報通信(株)

閏井　　清 (株)東芝 中井　秀行 沖電気工業(株)

浜崎　純一 日本ｱｲ･ﾋﾞｰ･ｴﾑ(株) 中村　信之 住友電気工業(株)

新屋　正次 日本電気(株) 前野　順一 (株)東芝

水谷　　喬 日本無線(株) 戸所　孝昭 日本ｱｲ･ﾋﾞｰ･ｴﾑ(株)

小野　　勲 日本ユニシス(株) 加藤　義文 日本電気(株)

林　　清文 (株)長谷川電機製作所 辻井　国雄 日本無線(株)

草場　　彰 (株)日立製作所 山浦　史雄 日本ユニシス(株)

中村　昂三 富士通(株) 入部　真一 (株)日立製作所

佐伯　　豊 松下通信工業(株) 進来　　俊 富士通(株)

岩橋　　努 三菱電機(株) 三塚　正博 松下通信工業(株)

勝山　一夫 明星電気(株) 中野　　栄 三菱電機(株)

西口　　修 (株)リコー 日吉　健司 明星電気(株)



第 1 版執筆作成協力者（昭和 63 年 2 月 27 日現在）

（JJ-20.31 の制定）

第 3 部会  第 2 分科会 （敬称略）

主　査 柏村　卓男 日本電信電話(株)

副主査 青木　賢三 富士通(株)

吉田慎一郎 日本電信電話(株) 久島　和則 沖電気工業(株)

大木　幹雄 明星電気(株) 徳永　正人 日本電信電話(株)

杉本　晴重 沖電気工業(株) 本田　　進 明星電気(株)

新屋　正次 日本電気(株) 加藤　義文 日本電気(株)

小野　　勲 日本ユニバック(株) 山浦　史雄 日本ユニバック(株)

草場　　彰 (株)日立製作所 小沢　幸夫 (株)日立製作所

西原　　勉 住友電気工業(株) 中村　信之 住友電気工業(株)

竹原　啓五 日本通信協力(株) 進来　　俊 富士通(株)

穴沢　秀夫 東京電力(株) 戸所　孝昭 日本アイ・ビー・エム(株)

上田　文彦 (株)トーメン 中野　　栄 三菱電機(株)

青木　直孝 日本アイ・ビー・エム(株) 前野　順一 (株)東芝

川村　雅生 日本情報通信(株) 川村　雅生 日本情報通信(株)

板倉　幸雄 藤倉電線(株) 中井　秀行 沖電気工業(株)

岩橋　　努 三菱電機(株)

閏井　　清 (株)東芝

中村　昂三 富士通(株)

西口　　修 (株)リコー

小林　茂美 アンリツ(株)


	　　



